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北秋田市綴子　宝勝寺様にて

令和 7年 9月 22 日　仏教講座　野外研修

北秋田市七日市　龍泉寺様にて
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皆
様
、あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

恒
例
の
一
年
の
世
相
を
表
す
「
今
年
の
漢
字
」。

昨
年
の
漢
字
は
「
熊
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
秋
田

に
住
む
者
に
と
っ
て
は
納
得
の
い
く
選
択
で
す
。

人
が
集
ま
る
と
熊
の
話
で
始
ま
り
、
暗
い
う
ち
は

ゴ
ミ
出
し
に
も
行
け
な
い
と
い
う
毎
日
で
し
た
。

今
年
は
ブ
ナ
の
実
も
豊
作
に
な
る
と
い
う
予
想
で

す
が
、
当
た
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

今
年
は
宗
務
所
員
の
任
期
も
最
後
の
一
年
と
な

り
ま
す
。
前
回
の
所
報
で
ご
報
告
し
た
通
り
、
現

在
宗
務
所
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

な
る
べ
く
所
費
を
上
げ
る
こ
と
な
く
、
教
化
事
業

を
持
続
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
宗
務
所
の
建
物
も

維
持
し
て
い
け
る
よ
う
、
鋭
意
検
討
中
で
あ
り
ま

す
。
昨
年
七
月
の
決
算
所
会
で
素
案
に
つ
い
て

様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を

含
め
、
改
め
て
三
月
の
予
算
所
会
に
改
正
素
案
を

提
示
し
、
各
関
係
の
方
々
と
協
議
し
基
本
方
針
を

固
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

一
昨
年
の
繰
越
金
が
お
よ
そ
八
百
万
円
で
、
コ

ロ
ナ
禍
で
繰
越
金
が
多
か
っ
た
時
期
を
除
い
て

新
年
に
当
た
っ
て

秋
田
県
宗
務
所

所
長

袴

田

俊

英

も
、
三
割
以
上
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
所

費
が
納
入
さ
れ
る
ま
で
の
二
か
月
間
の
運
転
資
金

を
考
え
る
と
、
経
費
削
減
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に

物
価
上
昇
は
続
い
て
お
り
、
経
常
経
費
の
増
加
は

も
と
よ
り
、
三
五
年
を
経
た
建
物
の
修
理
、
そ
れ

に
伴
う
設
備
の
更
新
な
ど
は
、
今
後
さ
ら
に
宗
務

所
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
先

ん
じ
て
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
関
係

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
意
の
あ
る
所
を
お
汲
み

取
り
頂
き
、
さ
ら
に
宗
務
所
が
行
う
べ
き
教
化
事

業
の
内
容
が
聊
か
も
損
な
わ
れ
ぬ
た
め
、
ご
協
力

ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
十
二
月
十
八
日
全
国
所
長
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
所
長
会
の
質
疑
で
は
、
毎
回
の
よ

う
に
首
座
不
足
の
問
題
に
対
し
宗
務
庁
の
見
解
が

問
わ
れ
ま
す
。
秋
田
管
内
で
も
結
制
を
置
い
て
い

な
い
住
職
様
が
若
干
お
ら
れ
ま
す
。
修
行
道
場
で

は
す
で
に
首
座
を
終
え
た
も
の
が
再
び
第
一
座
を

務
め
る
「
配
役
首
座
」
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
宗
務
所
も
あ
る
よ
う

で
、
宗
制
を
変
え
て
ほ
し
い
と
訴
え
る
旨
の
質
問

が
出
さ
れ
る
の
で
す
が
、「
正
伝
の
仏
法
を
標
榜

す
る
曹
洞
宗
の
三
師
の
制
度
を
変
え
る
こ
と
に
な

り
、非
常
に
難
し
い
こ
と
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
、

こ
れ
も
毎
回
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。

宗
務
庁
も
こ
の
問
題
を
軽
視
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
立
身
未
了
者
の
情
報
を
集
約
し
て
首
座

を
求
め
る
方
に
提
供
す
る
制
度
を
作
り
ま
し
た
。

情
報
提
供
を
希
望
す
る
場
合
、
宗
務
庁
に
直
接
立

身
未
了
者
情
報
提
供
願
を
提
出
す
る
こ
と
で
、
い

わ
ゆ
る
首
座
候
補
者
が
ど
の
寺
院
に
い
る
の
か
が

わ
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
宗
務
所
も
申
請
の
お

手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

得
度
者
の
減
少
は
深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
お

り
、
現
在
は
人
口
減
少
率
を
上
回
っ
て
お
り
ま

す
。
首
座
ば
か
り
で
は
な
く
修
行
僧
の
減
少
、
さ

ら
に
は
教
師
数
の
減
少
と
、
問
題
は
時
間
の
経
過

と
と
も
に
大
き
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
秋
田
県

管
内
で
も
後
継
者
不
足
は
問
題
と
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。
決
め
手
と
な
る
策
は
な
か
な
か
見
つ
か

り
ま
せ
ん
が
、
宗
務
所
と
し
て
も
重
要
な
課
題
と

し
て
こ
と
あ
る
ご
と
に
取
り
上
げ
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
職
員
の
任
期
も
今
年
十
二
月
十
日
ま
で

と
一
年
を
切
り
ま
し
た
。
全
力
で
残
り
の
任
期
を

務
め
あ
げ
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
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御
仏
を
そ
ば
に

永

井

円

美

か
つ
て
は
ど
こ
の
家
庭
で
も
行
わ
れ
て

い
た
よ
う
に
、
お
盆
と
お
彼
岸
の
墓
参
は

欠
か
さ
ず
、
家
で
は
戴
き
物
や
初
物
、
珍

し
い
食
べ
物
は
必
ず
神
仏
に
お
供
え
し
て

か
ら
食
べ
る
こ
と
が
習
慣
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
日
常
の
中
に

「
仏
様
」
は
あ
り
、祖
父
母
や
両
親
が
行
っ

て
い
た
こ
と
を
見
様
見
真
似
で
続
け
て
き

ま
し
た
。
退
職
後
、
誘
わ
れ
て
写
経
会
に

顔
を
出
し
た
こ
と
を
契
機
に
「
仏
教
」
を

一
層
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

昨
年
、
初
め
て
「
野
外
研
修
」
に
参
加

し
て
、
菩
提
寺
以
外
の
お
寺
に
参
詣
す
る

機
会
を
い
た
だ
き
、
境
内
や
堂
内
の
様
子

が
寺
院
に
よ
っ
て
ず
い
ぶ
ん
違
う
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
各
住
職
様
が
由
緒

あ
る
お
寺
を
受
け
継
ぎ
、
次
代
に
継
承
し

て
い
こ
う
と
す
る
責
任
感
や
使
命
感
、
情

熱
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

普
段
の
檀
家
側
か
ら
の
視
点
で
は
気
づ
か

な
い
こ
と
ば
か
り
で
視
野
の
広
が
る
思
い

を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
来
年
も
必
ず
参

加
し
よ
う
」
と
思
っ
た
の
で
し
た
。

さ
て
、
秋
晴
れ
の
九
月
二
十
二
日
、
快

調
に
走
る
バ
ス
に
身
を
委
ね
て
北
秋
田
市

綴
子
の
珠
光
山
宝
勝
寺
様
に
向
か
い
ま
し

た
。
ご
住
職
が
山
門
の
外
ま
で
お
出
迎
え

く
だ
さ
り
、
ご
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ
に
、
早

速
、
由
緒
あ
る
山
門
の
解
説
を
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
境

内
を
通
っ
て
本
堂
に
入
り
、
さ
ら
に
法
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
多
く
の
参

加
者
が
驚
い
た
の
は
、
お
堂
の
天
井
近
く

ま
で
び
っ
し
り
並
ん
だ
軍
服
姿
の
遺
影
で

し
た
。
檀
家
や
地
域
の
方
々
の
無
念
や
悲

し
み
、
供
養
の
思
い
が
降
り
注
い
で
く
る

よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。そ
ん
な
中
で
日
々
、

ご
住
職
が
平
和
へ
の
願
い
を
強
く
持
ち
な

が
ら
お
勤
め
な
さ
っ
て
い
る
こ
と
に
心
を

打
た
れ
ま
し
た
。

昼
食
を
挟
ん
で
、
午
後
は
高
昌
山
龍
泉

寺
様
を
訪
れ
ま
し
た
。
新
築
の
明
る
く
モ

事
業
報
告
（
宗
務
所
だ
よ
り
）

九
月
二
十
二
日

　
　

仏
教
講
座

野
外
研
修

　
　

宝
勝
寺
・
龍
泉
寺
様

　
　

参
加
三
五
名
・
寺
院
一
〇
名

～
宝
勝
寺
様

ご
本
尊
～

法
話

宝
勝
寺
秩
父
孝
昌
住
職

戦
没
者
供
養

○
観
音
菩
薩
立
像
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ダ
ン
な
仏
堂
に
ま
ず
、
目
を
見
張
り
ま
し

た
。
ご
本
尊
前
の
欄
間
に
絡
み
つ
く
巨
大

な
龍
、
本
堂
に
は
ば
た
く
鳳
凰
、「
仏
像
」

の
概
念
を
超
え
た
達
磨
大
師
な
ど
の
芸
術

に
見
と
れ
る
と
共
に
、
焼
失
後
に
檀
家
や

地
域
の
た
め
に
と
懸
命
に
再
建
な
さ
っ
た

ご
住
職
の
ご
労
苦
に
頭
が
下
が
り
ま
し

た
。

　

お
二
方
の
ご
住
職
は
た
い
へ
ん
法
話
が

お
上
手
で
心
に
沁
み
る
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
日
々
の
雑
事
で
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い

た
清
ら
か
な
思
い
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で

き
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
、
現
代
の
戸
籍
制
度
の

代
わ
り
と
な
る
「
檀
家
」
と
い
う
制
度
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、「
故
人
の
遺
志
に

よ
り
・
・
・
」
と
い
う
名
文
句
（
⁈
）
の

下
で
葬
儀
は
簡
略
化
さ
れ
て
檀
家
も
葬
儀

も
お
寺
界
隈
の
こ
と
は
急
激
に
変
化
し
て

い
る
昨
今
、
寺
院
に
人
を
呼
び
込
む
企
画

が
多
方
面
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
お
て

ら
の
情
報
誌
『
ら
て
』」
を
愛
読
し
な
が

ら
、
各
寺
が
地
域
の
中
核
と
し
て
親
し
ま

れ
、
地
域
の
諸
問
題
解
決
の
一
端
を
担
う

存
在
に
な
る
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

日　
　
　

程

　

九　

時
三
十
分　

禅
セ
ン
タ
ー
出
発

　

十　

時
三
十
分　

宝
勝
寺
様
拝
観

　

十
二
時　
　
　
　

昼
食

　

十
三
時
三
十
分　

龍
泉
寺
様
拝
観

　

十
六
時　
　
　
　

禅
セ
ン
タ
ー
到
着

　
　
　
　
（
拝
観
時
間
は
各
約
一
時
間
）

　

～
龍
泉
寺
様　

ご
本
尊
～

法
話　

龍
泉
寺
佐
藤
俊
晃
住
職

本
堂
正
面　

竜
神
様
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写
経
指
導

東
光
寺
副
職

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
慶
道
宗
師

実
相
寺
住
職

大
佐
賀
正
信
宗
師

大
泉
寺
住
職

鷹
照
悟
堂
宗
師

林
清
寺
副
住

松
山
純
正
宗
師

永
泉
寺
住
職

猪
股
尚
典
宗
師

最
禅
寺
住
職

森
田
昭
善
宗
師

写
経
指
導

寶
袋
院
住
職

　
　
　
　
　
　
　
　

森
田
治
人
宗
師

耕
傳
寺
住
職

砂
川
文
佳
宗
師

光
岸
寺
住
職

佐
藤
道
彦
宗
師

龍
泉
寺
副
住

佐
藤
修
吾
宗
師

鷲
泉
寺
住
職

畠
山
晋
吾
宗
師

講
義
後

茶
話
会
の
様
子

閉
講
式
（
納
経
供
養
）

○
九
月
五
日

　
　

仏
教
講
座

②

　
　

写
経
会　
　

参
加

一
三

名

　
　

講

座　
　

参
加

二
六

名

○
十
一
月
二
十
八
日

　
　

仏
教
講
座

③

　
　

写
経
会　
　

参
加　
　

六

名

　
　

講

座　
　

参
加

一
七

名

坐禅指導

仏教語解説仏教マメ知識①仏教マメ知識②仏教講座②講義

仏教マメ知識仏教語解説坐禅指導

仏教講座③講義
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開
会
法
要

導
師

袴
田
所
長

追
悼
法
要

平
和
祈
念
御
和
讃
奉
詠

お
誓
い
林
清
寺
講
永
井

譲

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

永
井
美
喜
子
さ
ん

登
壇
奉
詠
（
各
梅
花
講
合
同
）

登
壇
奉
詠
（
師
範
・
詠
範
の
皆
さ
ん
）

清
興

露
の
団
姫
師
匠

「
落
語
家
・
ま
る
こ
の
仏
道
修
行
」

終
了
後
に
檀
信
徒
講
員
さ
ん
六
○
名
・

僧
侶
寺
族
さ
ん
三
五
名
参
加
の
懇
親
会
を

開
催
致
し
ま
し
た
。初
の
試
み
で
し
た
が
、

大
変
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

今
回
は
初
日
に
伊
丹
空
港
へ
飛
び
、
バ

ス
で
福
井
に
移
動
、
一
乗
谷
朝
倉
遺
跡
を

見
学
後
、
午
後
四
時
に
御
本
山
に
入
り
ま

し
た
。
研
修
は
、
食
事
の
作
法
・
法
話
・

坐
禅
、
翌
日
は
午
前
三
時
半
起
床
し
、
坐

禅
・
朝
課
・
終
了
後
、
参
加
者
全
員
で
禅

師
様
と
記
念
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ

ら
に
御
本
山
の
諸
堂
を
拝
観
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
京
都
・
奈
良
を
観
光
し
、

最
終
日
は
キ
ト
ラ
古
墳
見
学
後
、
伊
丹
空

港
よ
り
無
事
に
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

○
九
月
十
七
日

　
　

梅
花
流
秋
田
県
七
十
周
年

　
　
　
　
　
　
　
　

記
念
奉
詠
大
会

　
　

～
悠
久
の
平
和
を
願
う
お
唱
え
～

会
場

秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

　
　
　
　

大
会
参
加

三
〇
九

名

○
十
月
十
五
～
十
七
日

　
　

本
山
研
修
（
大
本
山
永
平
寺
）

　
　

参
加
者

六
九
名

　
　

随
伴
寺
院

五
名

他
所
員

開講式（御本山大講堂にて）
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坐

禅

修
行
僧
さ
ん
の
指
導
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
午
後
八
時
頃
）

朝

課

法
堂
に
て
（
進
前
焼
香
）

京
都
宇
治
興
聖
寺
様
に
て

奈
良
桜
井
平
等
寺
様
に
て

　
　
　
　
　
　

法
話
丸
子
孝
法
老
師

講
義
①

数
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵

～
僧
侶
・
寺
族
が
今
で
き
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
そ
の
可
能
性
を
考
え
る
～

講
師

岩
手
県
（
宗
務
庁
派
遣
）

大
興
寺
住
職

桐
野
好
覚
宗
師

講
義
②

正
法
眼
蔵

行
持
の
巻

　
　
祇
園
正
儀
の
部
分
を
中
心
に

講
師

長
野
県
伊
那
市

常
圓
寺
住
職

角
田
泰
隆
老
師

講
義
③

現
代
日
本
仏
教
の
使
命

　
　
今
こ
そ
「
が
ん
ば
れ
仏
教
！
」

講
師

東
海
学
園
大
学
特
命
副
学
長

上
田
紀
行
先
生

私
達
を
取
り
巻
く
厳
し
い
現
実
の
中
で

「
対
話
力
を
身
に
付
け
る
方
法
」・「
行
持

を
通
し
て
研
鑽
す
る
事
の
大
切
さ
」・「
如

何
に
『
お
寺
の
魅
力
』
を
伝
え
る
か
」
を

様
々
な
角
度
か
ら
ご
教
授
い
た
だ
き
ま
し

た
。『
気
付
き
』
が
沢
山
あ
り
、
元
気
が

出
て
く
る
研
修
で
し
た
。

ご
参
集
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
十
月
十
日

現
職
研
修
会

　
　

会
場

秋
田
市
歓
喜
寺
様

　
　

参
加

一
四
九

名
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寺
族
中
央
集
会
報
告

　
　
報
告

第
十
三
教
区

延
命
寺
寺
族

阿
部
若
子
さ
ん

寺
族
中
央
集
会
資
料
を
用
い
て
ご
報
告

い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
し
な
や
か
に
、
私
ら
し
く
生
き
る

　
　

た
め
の
『
仏
教
の
智
慧
』

～
四
摂
法
と
い
う
教
え
か
ら
～

本
多
清
寛
老
師

○
寺
院
に
お
け
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
へ
の
対
応
～
法
的
知
識
と
心
構
え

雨
宮
史
尚
弁
護
士

研
修

数
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵

～
僧
侶
・
寺
族
が
今
で
き
る
こ
と
、

　
　
　
　
　

そ
の
可
能
性
を
考
え
る
～

講
師

宮
城
県
（
宗
務
庁
派
遣
）

満
福
寺
副
住
職

菊
地
志
門

師

少
人
数
の
班
で
、
課
題
に
つ
い
て
意
見

を
出
し
合
い
内
容
を
報
告
す
る
事
を
繰
り

返
し
て
「
対
話
」
の
研
修
を
し
ま
し
た
。

記
念
講
演

「
柔
和
の
こ
と
ば
～
柔
和
質
直
者
～
」

講
師

岩
手
北
上
市

　
　
　
永
昌
寺
住
職
海
野
義
範
老
師

元
プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
約
十
五
年
の
社

会
人
経
験
を
持
ち
、
曹
洞
宗
特
派
布
教
師

で
も
あ
る
ご
老
師
よ
り
、
自
分
が
今
に
至

る
ま
で
の
事
。坐
禅
本
質『
非
思
量
』を「
目

の
前
の
事
を
あ
り
の
ま
ま
に
見
る
」
と
納

得
で
き
る
ま
で
の
経
緯
。
被
爆
の
体
験
を

伺
っ
た
と
き
の
「
優
し
く
柔
ら
か
く
お
話

を
す
る
人
」
を
「
柔
和
質
直
者
」
と
実
感

で
き
た
大
切
な
体
験
を
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。
椅
子
坐
禅
も
体
験
し
、
有
意
義
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

十
一
月
七
日

　
　

寺
族
研
修
会

　
　

会
場

宗
務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー

　
　

参
加　
　

三
七
名

十
一
月
十
九
日

　
　

禅
を
聞
く
会

　
　

会
場

秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

　
　

参
加　
　

一
五
〇
名
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戦
後
八
十
年
戦
没
者
慰
霊
供
養

導
師

袴
田
所
長

設
立
集
会
（
式
典
）

被
表
彰
者
（
○
印
の
中
は
教
区
番
号
）

住
職
永
年
勤
続
六
十
五
年

⑧
龍
泉
寺
住
職

川
村

一
途
宗
師

住
職
永
年
勤
続
六
十
年

⑯
西
光
寺
住
職

嵯
峨

宗
一
宗
師

住
職
永
年
勤
続
四
十
年

⑨
海
蔵
寺
住
職

伊
藤

良
弘
宗
師

⑮
宝
泉
寺
住
職

島　
　

正
惠
宗
師

住
職
永
年
勤
続
三
十
年

⑨
法
輪
寺
住
職

酒
井

文
雄
宗
師

⑪
吉
祥
院
住
職

金
澤

一
弘
宗
師

⑫
普
門
院
住
職

本
間

雅
憲
宗
師

⑬
永
源
寺
住
職

嵯
峨

義
房
宗
師

⑬
本
明
寺
住
職

櫻
田

大
啓
宗
師

⑭
雲
昌
寺
住
職

今
川

俊
道
宗
師

⑯
東
泉
寺
住
職

佐
藤

一
應
宗
師

寺
族
表
彰

③
泉
流
寺
寺
族

佐
藤

千
里
様

④
楢
淵
寺
寺
族

佐
藤
さ
と
み
様

④
太
平
寺
寺
族

三
嶋

綾
子
様

⑤
龍
泉
寺
寺
族

村
田
磨
理
子
様

⑨
梅
林
寺
寺
族

木
村
満
寿
子
様

⑪
鏡
得
寺
寺
族

柏
葉

俊
子
様

⑪
龍
江
寺
寺
族

沼
澤

安
子
様

⑬
洞
泉
寺
寺
族

小
嶋

優
子
様

⑬
本
明
寺
寺
族

櫻
田

博
子
様

③
蔵
堅
寺
寺
族

門
脇

舞
子
様

⑦
常
泉
寺
寺
族

田
口

美
生
様

⑨
月
宗
寺
寺
族

袴
田

瑞
穂
様

⑮
西
蔵
寺
寺
族

柿
崎

淳
子
様

⑯
永
泉
寺
寺
族

寿
松
木
美
和
子
様

○
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
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五
庵
山
抄

さ
っ
た
檀
家
の
奥
様
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。そ

う
だ
！
雪
か
き
を
し
よ
う
！

太
白
院
住
職

今

野

眞

保

当
地
は
日
本
海
の
沿
岸
に
位
置
し
、
出

羽
富
士
・
鳥
海
山
（
標
高
二
二
三
六
メ
ー

ト
ル
）
ま
で
海
岸
線
か
ら
わ
ず
か
一
六
キ

ロ
と
い
う
急
峻
な
高
低
差
が
あ
り
、
海
浜

か
ら
山
岳
地
ま
で
、
変
化
に
富
ん
だ
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

海
岸
近
く
に
あ
る
我
が
家
は
み
ぞ
れ
交

じ
り
の
雪
で
す
が
、
こ
こ
か
ら
山
側
に
五

か
ら
六
分
も
車
を
走
ら
せ
れ
ば
、
既
に
三

○
セ
ン
チ
以
上
の
積
雪
と
な
り
、
そ
こ
か

し
こ
で
、
競
う
よ
う
に
お
年
寄
り
が
家
の

周
り
の
雪
寄
せ
を
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま

す
。清

濁
と
も
に
覆
い
隠
し
て
く
れ
る
雪
化

粧
の
中
で
、
年
が
改
ま
る
か
ら
と
い
っ
て

今
ま
で
の
過
ち
が
帳
消
し
に
な
る
わ
け
も

な
い
の
に
、
年
の
暮
れ
に
は
急
に
身
の
回

り
を
片
付
け
始
め
ま
す
。
終
わ
り
が
見
え

な
い
仕
事
に
な
ん
と
か
つ
じ
つ
ま
を
合
わ

せ
て
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
気
分
を
整
え

ま
す
。

年
越
し
蕎
麦
を
食
べ
な
が
ら
紅
白
歌
合

戦
を
見
て
、
テ
レ
ビ
越
し
に
除
夜
の
鐘
を

聞
け
ば
、｢

根
拠
は
な
く
と
も
、
新
し
い

年
は
何
故
だ
か
き
っ
と
良
い
こ
と
が
あ

る
」
と
思
え
る
自
分
に
、
少
し
ば
か
り
の

幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
根
拠
の
な
い
新
年
へ
の
期
待
感

は
、
ど
こ
か
ら
来
る
の
で
し
ょ
う
。
た

ぶ
ん
、
見
え
な
い
未
来
を
予
測
す
る
際
、

自
ら
の
過
去
の
経
験
（
悲
喜
交
々
）
に
照

ら
し
て
現
状
を
鑑
み
る
の
で
あ
れ
ば
、
蓄

積
さ
れ
た
成
功
体
験
が
多
い
ほ
ど
、
希
望

的
未
来
を
予
測
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
加
齢
の
た
め
に
感
受
性
が
衰
え
て

い
る
の
か
、
最
近
は
ど
う
も
子
ど
も
の
頃

の
よ
う
な
新
鮮
な
「
経
験
値
」
が
少
な
い

こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
以
来
、
マ
ス
ク
で
表
情
を
隠

し
、
密
を
避
け
る
生
活
が
、
経
験
値
の
不

足
に
拍
車
を
か
け
ま
し
た
。
加
え
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
さ
え
も
画
面
を
通
し

た
リ
モ
ー
ト
、
業
務
負
担
軽
減
の
た
め
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
難
し
い
判
断
さ
え
Ａ
Ｉ
が
し

て
く
れ
る
昨
今
で
は
、
自
分
の
直
接
体
験

か
ら
生
ま
れ
る
経
験
値
で
、
ど
れ
ほ
ど
う

ま
く
い
き
そ
う
な
未
来
を
予
想
で
き
る
か

心
も
と
な
く
な
り
ま
す
。

私
の
中
で
は
、
か
つ
て
手
に
入
れ
ら
れ

な
か
っ
た
豊
か
さ
を
、
そ
れ
な
り
に
心
身

を
働
か
せ
て
手
に
入
れ
た
「
昭
和
」
を
過

警
察
協
議
会
で
感
じ
た
こ
と

龍
雲
寺
住
職

楢

岡

龍

祥

二
年
前
、
縁
が
あ
っ
て
由
利
本
荘
警
察

協
議
会
の
委
員
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
と
あ
る
檀
家
さ
ん
宅
で
の
ご
法
事

の
際
に
、
奥
様
か
ら
「
私
の
任
期
が
終
わ

る
の
で
、
後
任
を
お
願
い
し
た
い
」
と
言

わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
最
初
は

「
社
会
経
験
や
知
識
の
乏
し
い
自
分
に
務

ま
る
の
か
」
と
い
う
思
い
で
し
た
が
、
奥

様
の
「
他
に
頼
め
る
人
が
い
な
く
て
」
と

困
っ
て
い
る
様
子
「
私
で
よ
け
れ
ば
」
と

引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
交
通
安
全
対
策
や
災
害

時
の
避
難
体
制
、
特
殊
詐
欺
の
防
止
策
な

ど
私
達
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
こ
と
が
話
し

合
わ
れ
ま
す
。
始
め
に
警
察
署
員
の
方
か

ら
現
状
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
で
委
員

が
意
見
や
質
問
を
す
る
と
い
う
流
れ
で

す
。お

寺
に
い
る
と
、
普
段
か
ら
檀
家
さ
ん

と
話
を
す
る
機
会
が
多
い
で
す
。
そ
の
時

「
最
近
変
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
不
安

だ
」
と
か
「
あ
そ
こ
の
道
路
は
見
通
し
が

悪
く
て
危
な
い
」
と
い
っ
た
困
り
ご
と
も

耳
に
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
そ
の
場
だ
け

の
話
で
終
わ
っ
て
い
た
の
が
、
協
議
会
の

委
員
に
な
っ
て
か
ら
は
、
そ
れ
を
会
議
の

場
で
地
域
の
声
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
警
察
署
員
と
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
の
た
め
に
真
剣
に

意
見
を
出
し
合
う
の
を
見
て
、
安
心
な
暮

ら
し
と
い
う
の
は
お
互
い
に
知
恵
を
出
し

合
っ
て
、
支
え
あ
う
こ
と
で
作
ら
れ
て
い

く
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
経
験
や
知
識
は

乏
し
く
て
も
、
地
域
を
思
う
気
持
ち
が
あ

れ
ば
、
何
か
で
き
る
こ
と
は
あ
る
の
だ
と

学
び
ま
し
た
。

私
の
任
期
は
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
貴
重
な
経
験
を
糧
に
、
こ
れ

か
ら
も
僧
侶
と
し
て
、
ま
た
市
民
と
し
て

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
で
は
こ
の
機
会
を
下

─
第
十
四・十
五
教
区
の
皆
さ
ん
の
声
─
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ご
し
た
経
験
値
が
あ
る
こ
と
が
、
根
拠
の

な
い
期
待
感
を
支
え
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

最
近
ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機
を
買
い
、
そ
の

健
気
な
働
き
ぶ
り
に
感
動
し
て
い
る
私
が

言
う
の
も
何
で
す
が
、
ど
う
も
世
の
中
が

合
理
性
、
経
済
性
、
利
便
性
を
求
め
る
あ

ま
り
、
自
分
の
直
接
的
な
体
験
を
遠
ざ
け

る
こ
と
を
「
良
し
」
と
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
ま
す
。他
か
ら
の
情
報
を
駆
使
し
て
、

い
か
に
少
な
い
労
力
で
大
き
な
成
果
を
得

る
か
に
腐
心
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

私
自
身
も
、
日
々
モ
ニ
タ
ー
に
向
か
っ

て
数
字
を
重
ね
、
自
分
の
役
割
に
心
が
伴

わ
な
く
と
も
物
事
が
進
む
こ
と
に
慣
れ
、

机
に
向
う
時
間
が
増
え
る
ほ
ど
、
自
ら
の

心
身
を
動
か
さ
ず
に
進
む
仕
事
に
、
何
か

小
賢
し
い
こ
と
を
し
て
い
る
よ
う
な
後
ろ

め
た
さ
が
募
っ
て
い
き
ま
す
。

頻
繁
に
起
こ
る
自
然
災
害
、
地
域
紛
争

の
激
化
、
世
界
経
済
の
不
安
定
化
な
ど
、

従
来
の
経
験
か
ら
は
予
想
し
が
た
い
状
況

下
で
す
。
こ
れ
か
ら
を
生
き
る
子
ど
も
達

は
、
巡
り
来
る
新
年
を
ど
ん
な
希
望
を

持
っ
て
迎
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

外
は
み
ぞ
れ
か
ら
本
降
り
の
雪
へ
と
変

わ
っ
て
い
く
様
子
。
私
も
、
い
く
ら
か
で

も
希
薄
な
希
望
と
募
る
後
ろ
め
た
さ
を
埋

め
る
た
め
、「
直
接
体
験
値
」
を
増
や
す

べ
く
、
思
い
立
っ
て
雪
か
き
を
始
め
る
こ

と
に
し
ま
す
。

見
る
見
る
う
ち
に
真
っ
さ
ら
な
雪
原
と

な
っ
た
原
っ
ぱ
へ
、
寒
さ
を
気
に
せ
ず
駆

け
出
す
子
ど
も
達
。
そ
し
て
「
ノ
ッ
ツ
、

ノ
ッ
ツ
」
と
降
り
積
も
る
雪
の
中
、
黙
々

と
雪
寄
せ
を
す
る
老
婆
に
、
新
し
い
年
の

幸
多
か
ら
ん
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

久
し
ぶ
り
の
永
平
寺

秀
泉
寺
住
職

宮

本

秀

明

久
し
ぶ
り
に
永
平
寺
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。
私
は
平
成
元
年
安
居
で
、
同
安
居
は

百
名
前
後
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
他
界
さ

れ
て
し
ま
っ
た
方
が
三
名
お
り
、
同
安
居

で
供
養
し
よ
う
と
の
こ
と
で
、
苦
楽
を
共

に
し
た
あ
の
永
平
寺
で
尊
宿
諷
経
を
あ
げ

る
運
び
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

秋
田
か
ら
福
井
は
遠
い
。
新
幹
線
で
最

短
で
も
七
時
間
余
り
か
か
る
の
で
長
時
間

の
苦
痛
を
覚
悟
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
久

し
ぶ
り
の
新
幹
線
で
は
、
も
の
す
ご
い
ス

ピ
ー
ド
で
過
ぎ
去
っ
て
い
く
車
窓
の
景
色

が
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
、な
ん
だ
か
楽
し
く
、

集
合
場
所
の
福
井
駅
到
着
ま
で
は
あ
っ
と

い
う
間
で
し
た
。

見
覚
え
の
あ
る
顔
・
顔
・
顔
。
顔
は
覚

え
て
い
る
も
の
の
名
前
が
出
て
こ
な
い
。

そ
の
上
、
み
な
さ
ん
そ
れ
な
り
に
お
年
を

召
し
て
い
る
か
ら
、
昔
の
印
象
に
比
べ
ず

い
ぶ
ん
顔
や
体
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま

し
た
。
変
わ
ら
な
い
の
は
頭
だ
け
。

道
中
「
あ
れ
『
天
山
』
ま
だ
有
る
じ
ゃ

な
い
か
。
バ
ッ
ト
い
っ
ぱ
い
に
い
た
だ
い

た
コ
ロ
ッ
ケ
は
う
ま
か
っ
た
な
。」
な
ど

と
会
話
す
る
中
で
、
次
第
に
当
時
の
記
憶

が
蘇
り
ま
す
。「
な
ん
と
も
懐
か
し
い
景

色
だ
な
ぁ
。」
な
ど
と
思
い
な
が
ら
、
新

し
く
で
き
た
も
の
。
既
に
無
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
も
の
・
・
・
。
時
の
流
れ
を
感
じ

つ
つ
永
平
寺
に
到
着
し
ま
し
た
。

尊
宿
諷
経
で
の
八
本
行
道
は
久
し
ぶ
り

で
緊
張
し
ま
し
た
が
大
丈
夫
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
監
院
添
茶
後
、
吉
祥
閣
に
戻
る
途

中
大
庫
院
の
内
単
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
永
平
寺
で
の
修
行
の
中
で
、
一
番

の
思
い
出
の
場
所
で
す
。
夢
に
出
て
く
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
ま
た
来
る

こ
と
が
で
き
、
感
激
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。
自
分
は
確
か
に
こ
こ
に
い
た
。

そ
し
て
あ
の
頃
の
み
ん
な
と
再
会
し
、
再

び
来
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
う
思
っ
て
い

る
と
、
と
に
か
く
得
も
言
わ
れ
ぬ
感
謝
の

気
持
ち
が
あ
ふ
れ
て
来
る
の
で
し
た
。

二
十
年
後
の
「
賢
者
の
石
」

耕
伝
寺
住
職

砂

川

文

佳

映
画
『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
賢
者
の

石
』
に
、
壁
に
掛
け
ら
れ
た
肖
像
画
の
人

物
が
動
き
、
言
葉
を
交
わ
す
印
象
的
な

シ
ー
ン
が
あ
る
。
公
開
当
時
映
画
館
で
観

て
い
た
私
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で

魔
法
世
界
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
し
て
の
受

け
止
め
で
あ
っ
た
。あ
れ
か
ら
二
十
余
年
。

Ａ
Ｉ
技
術
の
爆
発
的
な
進
化
に
よ
り
、
そ

の
光
景
は
も
は
や
空
想
で
は
な
く
な
り
つ

つ
あ
る
。

現
在
、
故
人
の
写
真
一
枚
と
十
秒
程
度

の
音
声
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
、
Ａ
Ｉ
が
そ
の

姿
や
声
を
精
巧
に
再
現
し
、
双
方
向
の
対

話
を
可
能
に
す
る
技
術
が
登
場
し
て
い

る
。
日
本
で
も
複
数
の
企
業
が
こ
う
し
た

故
人
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
お
り
、

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
一
助
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
る
。

実
に
驚
く
べ
き
Ａ
Ｉ
の
進
化
で
あ
る

が
、
私
は
違
和
感
を
覚
え
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
。
亡
く
な
っ
た
あ
の
人
と
も
う
一
度

話
を
し
た
い
、
そ
の
切
実
な
願
い
は
痛
い

ほ
ど
よ
く
分
か
る
。
だ
が
、
二
度
と
か
な

わ
な
い
と
い
う
峻
厳
な
事
実
を
受
け
入
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れ
、
不
在
を
実
感
す
る
こ
と
が
遺
さ
れ
た

者
が
歩
む
べ
き
道
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。「

も
し
現
代
に
お
釈
迦
様
が
生
き
て
お

ら
れ
た
ら
、
故
人
Ａ
Ｉ
を
ど
う
ご
覧
に
な

る
だ
ろ
う
か
…
」
ふ
と
浮
か
ん
だ
こ
の
疑

問
を
Ａ
Ｉ
に
問
う
て
み
る
と
い
う
ブ
ラ
ッ

ク
ジ
ョ
ー
ク
的
な
試
み
も
「
今
ど
き
」
と

言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

故
人
Ａ
Ｉ
を
「
執
着
」
を
増
幅
さ
せ
る

技
術
と
捉
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
慈
悲
の

形
と
捉
え
る
の
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
技

術
が
命
の
境
界
線
を
曖
昧
に
す
る
今
、
私

た
ち
は
「
正
し
く
失
う
こ
と
」
の
意
味
を

問
い
直
す
必
要
が
あ
る
気
が
し
て
な
ら
な

い
。真

剣
に
取
り
組
む
こ
と

蚶
満
寺
徒
弟

横

山

智

弘

令
和
七
年
は
秋
田
県
の
超
人
気
ご
当
地

ヒ
ー
ロ
ー
「
超
神
ネ
イ
ガ
ー
」
生
誕
二
○

周
年
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。
ネ
イ
ガ
ー
さ

ん
は
に
か
ほ
市
を
中
心
に
ご
活
躍
さ
れ
て

お
り
、
以
前
お
寺
に
（
突
然
）
い
ら
し
て

く
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
、

お
互
い
向
か
い
合
っ
て
合
掌
で
ご
挨
拶
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、
去
年
私
は
縁
あ
っ
て
ネ
イ
ガ
ー

さ
ん
の
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
に
ア
シ
ス
タ
ン

ト
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
小
学
校
で
夏
休
み
前
に

行
わ
れ
る
防
犯
教
室
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
用
い

た
犯
罪
へ
の
注
意
喚
起
と
し
て
開
か
れ
る

も
の
で
す
が
、
そ
れ
を
特
別
に
ネ
イ
ガ
ー

さ
ん
と
協
力
し
て
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
仕
立

て
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
私
も
そ
れ

に
参
加
し
た
の
で
す
。
こ
の
教
室
は
、
各

に
か
ほ
市
内
の
小
学
校
で
行
わ
れ
、
年
齢

に
よ
っ
て
注
意
す
る
点
が
変
わ
る
（
低
学

年
は
交
通
ル
ー
ル
、
高
学
年
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
）
の
で
、
ど
の
学
校
も
生
徒
を
一
～
三

年
生
と
四
～
六
年
生
に
分
け
て
一
日
に
二

回
行
い
ま
し
た
。

こ
の
体
験
で
、
私
の
印
象
に
強
く
残
っ

た
事
が
あ
り
ま
す
。
低
学
年
と
高
学
年
で

子
供
た
ち
の
態
度
が
ま
る
っ
き
り
違
っ
た

こ
と
で
す
。
ネ
イ
ガ
ー
シ
ョ
ー
が
始
ま
る

と
低
学
年
の
子
は
、
司
会
者
の
呼
び
か
け

で
素
直
に
「
ネ
イ
ガ
ー
助
け
て
！
」
と
大

き
な
声
で
叫
ん
だ
り
、
笑
い
声
を
上
げ
て

お
り
ま
し
た
。
で
す
が
高
学
年
の
子
た
ち

は
大
半
が
友
達
同
士
で
コ
ソ
コ
ソ
ふ
ざ
け

あ
っ
て
真
面
目
に
返
事
を
し
ま
せ
ん
。
む

し
ろ｢

助
け
て｣

と
言
っ
た
子
を
後
ろ
か

ら
嗤
い
、
目
で
は
シ
ョ
ー
を
追
っ
て
い
て

も
、
表
面
上
は
子
供
騙
し
で
馬
鹿
馬
鹿
し

い
な
と
い
う
態
度
を
と
る
の
で
す
。

私
も
子
供
時
代
を
思
い
返
せ
ば
こ
の
高

学
年
の
子
た
ち
と
同
じ
く
真
剣
に
物
事
に

取
り
組
む
姿
勢
、
楽
し
む
姿
勢
が
恥
ず
か

し
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
で

す
が
そ
れ
は
間
違
い
で
す
。
幼
い
こ
ろ
は

気
づ
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
本
当
に
恥
ず
か

し
い
の
は
変
に
斜
に
構
え
て
真
剣
な
人
を

笑
う
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
て
そ

れ
を
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

な
の
で
、
私
も
今
回
恥
ず
か
し
が
ら
ず

真
剣
に
、
怪
人
に
攫
わ
れ
る
小
学
生
の
役

を
全
う
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

野
生
動
物

萬
照
寺
住
職

八

島

信

悦

昨
年
の
県
内
を
賑
わ
し
た
の
は
、
熊
の

出
没
と
そ
の
被
害
で
し
た
。
数
年
前
か
ら

報
じ
ら
れ
て
は
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ほ
ど

に
な
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
の
で

す
。
地
域
に
よ
っ
て
人
々
の
受
け
と
め
方

は
様
々
で
す
が
、
当
該
の
私
共
に
と
っ
て

は
深
刻
で
す
。
恵
ま
れ
た
自
然
・
四
季
を

楽
し
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
や
外
出
に
も

ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
、
そ
の
影
響
は
日
常

生
活
に
及
ん
で
い
ま
す
。近
年
、こ
う
い
っ

た
野
生
動
物
に
つ
い
て
「
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
誰
で
も
遭
遇
す
る
」
と
言
わ
れ

て
ま
す
。
私
の
体
験
を
記
載
し
ま
す
。

用
事
で
外
出
し
た
帰
路
の
事
、
寺
の
近

く
の
カ
ー
ブ
の
坂
道
を
対
向
車
に
注
意
し

な
が
ら
下
っ
て
い
た
時
、
突
然
数
メ
ー
ト

ル
先
の
藪
か
ら
熊
が
出
て
き
ま
し
た
。
一

瞬
車
を
止
め
る
と
熊
も
道
の
真
ん
中
で
こ

ち
ら
を
に
ら
ん
で
い
ま
す
。
後
退
す
る

か
、
車
の
勢
い
で
追
い
払
う
か
迷
っ
て
い

る
と
、
熊
は
藪
に
走
り
去
り
一
安
心
し
ま

し
た
。

次
は
あ
る
早
朝
の
事
、
縁
側
で
配
達
さ

れ
た
ば
か
り
の
新
聞
を
広
げ
て
目
を
通
し

て
い
る
と
紙
面
が
暗
く
な
り
ま
し
た
。
顔

を
あ
げ
て
見
る
と
、
ガ
ラ
ス
戸
の
向
こ
う

側
に
カ
モ
シ
カ
が
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の

様
子
を
の
ぞ
き
に
来
た
よ
う
で
、
び
っ
く

り
し
て
立
ち
上
が
る
と
驚
い
て
逃
げ
て
い

き
ま
し
た
。
境
内
を
囲
む
垣
根
も
な
い
の

で
、
ど
こ
か
ら
で
も
自
由
に
外
へ
出
ら
れ

る
の
に
、
門
を
ゆ
っ
く
り
下
り
て
行
っ
た

の
で
、
少
し
滑
稽
で
し
た
。

最
後
は
猪
で
す
。
九
月
の
あ
る
日
、
午

後
八
時
過
ぎ
、
突
然
花
火
の
よ
う
な
音
が

し
ま
す
。
家
族
に
聞
け
ば
爆
竹
だ
と
言
い

ま
す
。
寺
の
近
く
の
畑
に
猪
が
出
て
作
物

を
食
い
荒
ら
さ
れ
、追
い
払
う
為
と
の
事
。

被
害
に
あ
っ
た
家
か
ら
の
連
絡
が
あ
っ
た

よ
う
で
し
た
。
日
中
に
猪
突
猛
進
で
来
ら
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れ
た
ら
本
当
に
怖
い
と
思
い
ま
し
た
。

訪
ね
る
人
は
「
自
然
の
豊
か
さ
」
を
言

葉
に
し
ま
す
が
、
こ
う
し
た
一
面
も
あ
り

ま
す
。
特
に
被
害
の
多
い
地
域
の
人
々
を

思
う
と
、
安
全
な
暮
ら
し
を
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

仏
教
の
歩
ん
だ
道

龍
泉
寺
住
職

岡

部

顕

雄

高
祖
が
携
え
還
っ
た
正
伝
の
仏
法
、
ま

た
仏
教
の
歩
ん
だ
道
を
簡
略
的
で
す
が
調

べ
て
み
ま
し
た
。

一
二
二
三
年
（
貞
応
二
年
）
に
、
道
元

禅
師
は
六
年
ほ
ど
師
事
し
て
い
た
栄
西

禅
師
の
高
足
で
あ
る
明
全
和
尚
ら
と
と

も
に
入
宋
し
、
天
童
如
浄
禅
師
に
参
じ

一
二
二
五
年
（
南
宋
の
宝
慶
一
年
）
に
得

悟
、
中
国
曹
洞
禅
の
正
脈
、
只
管
打
坐
の

禅
を
受
け
、一
二
二
七
年（
安
貞
一
年
）に
、

帰
国
し
日
本
曹
洞
宗
を
開
か
れ
ま
し
た
。

日
本
に
仏
教
が
伝
来
し
た
の
は
、
私
的

に
は
す
で
に
帰
化
人
が
仏
法
を
信
奉
し

て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
公
的
に
は
、

五
三
八
年
、
百
済
（
現
在
の
韓
国
西
部
・

南
西
部
）
の
聖
明
王
が
使
者
を
通
し
て
仏

像
や
経
典
を
送
っ
て
き
た
こ
と
が
、
日
本

へ
の
仏
教
伝
来
（
公
伝
）
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
百
済
に
は
三
八
四
年
に
東
晋（
中
国
）

か
ら
摩
羅
難
陀
と
い
う
僧
が
来
訪
し
た
こ

と
が
初
伝
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
イ
ン
ド
の
仏
教
が
中
国
へ
伝

来
す
る
ま
で
に
は
、
少
な
く
と
も
五
〇
〇

年
の
歳
月
を
必
要
と
し
ま
し
た
。
こ
の
理

由
は
海
路
で
は
な
く
陸
路
で
あ
っ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
数
多
く
の
国
々
を
経
由

し
て
い
く
う
ち
に
仏
教
は
本
来
の
教
義
に

加
え
、
そ
こ
に
い
る
人
々
の
考
え
や
道
徳

を
少
な
か
ら
ず
反
映
さ
れ
て
中
国
へ
渡
っ

て
来
た
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
中
国

に
仏
典
が
も
た
ら
さ
れ
翻
訳
が
開
始
さ
れ

る
の
は
二
世
紀
中
葉
、
そ
の
頃
の
日
本
は

弥
生
時
代
後
期
に
あ
た
り
ま
す
。
後
漢
の

桓
帝
の
時
代
に
安
息
国
（
パ
ル
テ
ィ
ア
＝

現
在
の
イ
ラ
ン
北
部
・
中
央
ア
ジ
ア
の
一

部
）
の
安
世
高(
あ
ん
せ
い
こ
う)

が
渡

来
し
洛
陽
で
訳
経
し
、続
い
て
月
氏
国（
現

在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
北
部
・
タ
ジ
キ
ス

タ
ン
・
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
あ
た
り
）
か
ら

支
婁
迦
讝(

し
る
か
せ
ん)

が
来
朝
し
道

行
般
若
経
な
ど
大
乗
経
典
を
翻
訳
し
ま
し

た
。
小
乗
は
安
世
高
、
大
乗
は
支
婁
迦
讝

に
よ
り
、
初
め
て
中
国
に
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。
中
国
人
が
初
め
て
接
し
た
仏
教
徒
は

イ
ン
ド
本
土
出
身
者
で
は
な
く
西
域
地
方

の
人
々
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま

た
、
三
世
紀
に
な
る
と
、
中
国
僧
（
朱
士

行
・
法
顕
）
が
、
仏
典
を
求
め
て
西
域
に

赴
き
ま
し
た
。

遥
か
遠
い
道
の
り
を
経
て
、
厳
し
い
時

代
（
夷
夏
論
な
ど
）
と
協
調
し
な
が
ら
、

千
年
の
時
を
超
え
、
お
釈
迦
様
の
教
え
が

日
本
へ
伝
来
さ
れ
ま
し
た
。

当
寺
に
伝
わ
る
〈
つ
ぼ
〉
の
話

龍
泉
寺
東
堂

岡

部

正

孝

当
教
区
（
羽
後
町
十
五
教
区
）
に
限
ら

ず
、
近
隣
の
御
住
職
や
東
堂
様
と
お
会
い

し
た
折
、
話
題
に
な
っ
た
こ
と
で
、
な
る

ほ
ど
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
寺
院
と
は
直
接
関
係
が
な
く
て
も
、
個

人
の
趣
味
の
よ
う
な
分
野
で
も
互
い
に
交

流
を
深
め
る
な
か
で
、
紹
介
し
合
う
場
が

あ
れ
ば
良
い
と
い
う
意
味
の
内
容
で
し

た
。さ

て
、
当
寺
に
つ
い
て
何
か
話
題
性
の

あ
る
も
の
は
何
か
と
考
え
、
当
寺
に
伝
わ

る
〈
つ
ぼ
〉
に
つ
い
て
書
い
て
み
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

七
高
山
「
シ
チ
コ
ウ
サ
ン
」
と
い
う
小

高
い
山
が
あ
り
ま
す
。
今
で
は
こ
の
村
の

村
社
が
頂
上
に
あ
り
ま
す
が
、
昔
は
清
岩

寺
「
セ
イ
ガ
ン
ジ
」
と
い
う
寺
院
が
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
山
の
梺

か
ら
昭
和
の
初
め
出
土
し
た
〈
つ
ぼ
〉
が

あ
り
ま
す
。（
珠
洲
系
陶
器
壷
＝
十
三
世

紀
前
半
～
中
ご
ろ
の
遺
物
に
て
、
口
径

二
十
六
セ
ン
チ
、
底
径
十
セ
ン
チ
、
器
高

三
十
五・
七
セ
ン
チ
）
現
在
、
町
の
歴
史

民
俗
資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

羽
後
町
で
は
現
存
す
る
中
世
陶
器
は
断

片
的
に
出
土
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
こ
の

〈
つ
ぼ
〉
に
は
共
伴
遺
物
（
異
な
る
種
類

の
遺
物
が
同
じ
遺
跡
の
同
じ
場
所
や
同
じ

層
か
ら
一
緒
に
出
土
し
、
互
い
に
関
連
性

が
あ
る
と
さ
れ
る
遺
物
）
も
あ
り
、
資
料

の
少
な
い
こ
の
時
期
の
有
力
な
資
料
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
に
も
類
似
し
た
資
料
は
数
多
く
存

在
す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
実
物

を
目
の
前
に
し
ま
す
と
〈
つ
ぼ
〉
の
向
こ

う
に
広
が
る
歴
史
や
物
語
に
思
い
を
馳

せ
、
夢
が
膨
ら
む
気
持
ち
が
し
ま
す
。

第142号 令和８年１月15日（　）14曹洞宗秋田県宗務所所報



◎
令
和
七
年
秋
の
叙
勲

藍
綬
褒
章

　
　

十
八
教
区

源
守
院
住
職

越
姓
玄
悦
老
師

瑞
宝
双
光
章

　
　

八
教
区

龍
像
院
住
職

山
谷
尚
円
老
師

保
護
司
と
し
て
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た

人
の
立
ち
直
り
を
支
え
る
活
動
に
、
長
年

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
受
章
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
法
体
堅
固
に
て
更
な
る
ご
活

躍
を
お
祈
り
致
し
ま
す

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

～
県
内
寺
院
窃
盗
事
件
へ
の
注
意
喚
起
～

前
号
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
県
内

曹
洞
宗
寺
院
に
お
い
て
、
本
堂
・
庫
裏
へ

の
侵
入
・
盗
難
事
案
が
報
告
さ
れ
て
お
り

ま
す
。各
ご
寺
院
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

改
め
て
防
犯
意
識
を
高
め
、
実
施
可
能
な

対
策
を
し
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
県
内
寺
院

全
体
で
警
戒
を
強
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
万
が
一
、
不
審
な
出
来
事
や
被
害

に
遭
わ
れ
た
際
に
は
、
速
や
か
に
警
察
へ

通
報
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
令
和
七
年
徒
弟
研
修
会
開
催
に
つ
い
て

期
　
　
日

三
月
三
十
一
日
（
火
）
十
時
受
付
～
十
六
時
解
散

会
　
　
場

秋
田
県
宗
務
所
・
禅
セ
ン
タ
ー

対
　
　
象

高
校
生
以
下
の
県
内
寺
院
の
子
女
・
親
戚

　
　
　
　
　
　
　
　
（
得
度
・
未
得
度
問
わ
ず
）

定
　
　
員

三
十
名
（
開
催
最
少
人
数

五
名
）

参
加
費

千
円

所
持
品

法
衣
（
な
く
て
も
可
）
筆
記
用
具

申
込
締
切

三
月
十
三
日
（
金
）
ま
で
に

　
　
　
　
　
お
電
話
に
て
秋
田
県
宗
務
所
迄
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　（
○
一
八
―
八
六
八
―
六
八
七
一
）

○対象の方がいらっしゃいましたら受講を
お勧め下さいますようお願い致します。
～～～～～日　　程～～～～～

10：00　受　　付
10：15　オリエンテーション　自己紹介
　　　　（合掌又手定印　希望者は着付けも）
10：45　開 会 式
　　　　（般若心経　宗歌　回向　所長法話）
11：15　坐禅指導・引き続き坐禅
12：00　昼　　食
13：00　法　　話（宗務所職員）
13：50　休　　息
14：00　坐　　禅
14：40　休　　息
15：00　感想文作成
15：30　終 了 式
　　　　（般若心経　宗歌　回向　所長挨拶）
　　　　記念撮影
16：00　解　　散
※状況により変更する場合がございます。

令和八年度　山門法要（予定）
日　程 教　区 寺　院　名 法　要

　６月　６～　７日 ５ 桂薗寺 晋山・結制・退董
　６月１３～１４日 ４ 珠林寺 晋山・結制・退董
　６月１３～１４日 １８ 宝田寺 晋山・結制・退董
　６月２０～２１日 １８ 森昌寺 晋山・結制・退董
　９月　５～　６日 ５ 桐善寺 晋山・結制
　９月１１～１２日 １４ 禅林寺 晋山・結制・退董
１０月１７～１８日 １４ 龍雲寺 晋山・結制
１０月２４～２５日 ３ 瑞林寺 晋山・結制
１０月３１日～１１月１日 ２ 乗江院 晋山・結制・退董
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令和7年 10月 10日　現職研修会　歓喜寺様にて

令和7年 10月 16日　大本山永平寺
南澤道人不老閣猊下拜問記念

第55回秋田県宗務所檀信徒本山研修会にて
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